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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
4
4
0
0
部

全
建
総
連
は
11
月
22
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
全
国
か
ら
約

3
5
0
0
人
の
仲
間
（
東
京
土
建
1
7
7
0
人
）
が
結
集
し
、
賃

金
・
単
価
引
き
上
げ
、
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
東
京
土
建
を
は
じ
め
東
京
都
連
の
参
加
者
は
午
前
中
の
対

都
要
請
行
動
に
続
い
て
参
加
し
ま
し
た
。

決
起
大
会
で
は
先
月
開
催
さ
れ

た
全
建
総
連
第
58
回
定
期
大
会
で

新
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
吉
田
三

男
委
員
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
な

い
、
定
期
大
会
が
大
き
く
成
功
し

た
こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

決
起
大
会
と
交
渉
を
成
功
さ
せ
よ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
渉
団
の
決
意
表
明
で
は
、
午

前
中
に
行
な
っ
た
厚
労
省
保
険
局

へ
の
要
請
結
果
を
鈴
木
友
則
副
委

員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

勝
野
圭
司
書
記
長
は
基
調
報
告

で
、
こ
の
大
会
の
目
標
は
来
年
度

予
算
に
国
保
予
算
を
盛
り
込
ま
せ

る
こ
と
と
賃
金
・
単
価
の
引
き
上

げ
だ
と
し
て
、
国
保
組
合
関
連
の

概
算
要
求
で
厚
労
省
が
2
9
6
2

・
5
億
円
要
求
し
た
が
、
「
こ
れ

は
ハ
ガ
キ
要
請
1
3
2
万
9
2
3

3
枚
と
、
地
元
国
会
議
員
要
請
の

べ
6
6
6
人
が
成
果
と
な
っ
た
」

と
仲
間
に
感
謝
し
ま
し
た
。

そ
し
て
社
会
保
障
費
の
自
然
増

分
6
3
0
0
億
円
を
5
千
億
円
に

圧
縮
す
る
方
針
の
も
と
、
定
率
補

助
や
調
整
補
助
金
の
切
り
込
み

や
、
裁
量
的
経
費
10
％
削
減
が
保

険
者
機
能
を
損
な
い
か
ね
な
い
と

し
て
、
建
設
国
保
と
現
行
補
助
水

準
を
守
る
た
め
に
、
ハ
ガ
キ
要
請

と
議
員
要
請
を
昨
年
以
上
の
取
り

組
み
に
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
社
保
加
入
が
継
続
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
し
て
、
請
求
・
要
求
を
進
め
、

発
注
者
・
元
請
・
上
位
企
業
か
ら

法
定
福
利
費
分
を
し
っ
か
り
確
保

し
よ
う
と
強
調
。
さ
ら
に
総
選
挙

後
の
改
憲
へ
向
け
た
動
き
へ
の
注

意
を
喚
起
し
、
政
治
的
緊
張
や
脅

威
を
力
で
解
決
す
る
の
で
は
な

く
、
9
条
改
悪
を
許
さ
な
い
闘
い

を
す
す
め
よ
う
と
述
べ
ま
し
た
。

超
党
派
の
議
員

要
求
を
支
持

神
奈
川
県
連
の
荒
井
俊
喜
賃
対

部
長
の
決
意
表
明
で
は
、
現
場
宣

伝
チ
ラ
シ
を
み
た
現
場
従
事
者

が
、
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
ツ
イ

ッ
タ
ー
に
投
稿
し
た
事
例
を
あ
げ

な
が
ら
、
現
場
従
事
者
が
声
を
あ

げ
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
り
、
低
賃

金
を
変
え
る
世
論
づ
く
り
を
し
て

行
こ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

国
会
議
員
の
来
賓
が
多
数
出
席

し
、
衆
議
院
で
は
渡
辺
博
道
議
員

（
自
民
）
、
枝
野
幸
男
議
員
（
立

憲
）、小
宮
山
泰
子
議
員（
希
望
）、

笠
井
亮
議
員
（
共
産
）
、
伊
藤
渉

議
員
（
公
明
）
が
挨
拶
に
立
ち
、

私
た
ち
の
運
動
へ
の
連
帯
と
激
励

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
吉
田
委
員

長
か
ら
は
各
議
員
へ
要
請
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
参
議
院
の

青
木
愛
議
員
（
自
由
）
と
福
島
瑞

穂
議
員
（
社
民
）
も
出
席
し
ま
し

た
が
、
参
議
院
本
会
議
出
席
の
た

め
紹
介
の
み
で
退
席
し
ま
し
た
。

大
会
は
決
議
を
参
加
者
の
大
き

な
拍
手
で
採
択
し
、
団
結
が
ん
ば

ろ
う
を
行
な
っ
て
閉
会
。
参
加
者

は
東
京
駅
周
辺
ま
で
の
デ
モ
行
進

を
行
な
い
ま
し
た
。

全国から3500人が結集し声をあげた

11
月
26
〜
27
日
、
「
い
の
ち
と

安
全
を
ま
も
る
地
域
建
設
産
業
の

発
展
に
向
け
て
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
第
24
回
全

国
建
設
研
究
・
交
流
集

会
が
福
島
県
い
わ
き
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
は
同
実
行
委
員
会

で
、
全
建
総
連
傘
下
の

労
働
組
合
を
始
め
と
し

た
民
間
労
組
と
公
務
関

係
労
組
、
民
間
、
研
究

所
な
ど
3
4
0
人
（
東

京
土
建
90
人
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

集
会
1
日
目
、
実
行

委
員
長
の
浅
見
和
彦
建

設
政
策
研
究
所
理
事
長

が
主
催
者
挨
拶
を
行
な

い
、
「
こ
の
集
会
に
は

建
設
産
業
の
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
の

立
場
を
よ
く
理
解
し
て
、
建
設
産

業
と
地
域
の
危
機
か
ら
脱
出
し
て

確
実
に
前
進
し
た
い
と

念
願
し
て
い
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
中
山
徹

奈
良
女
子
大
学
教
授
が

「
人
口
減
少
時
代
に
お

け
る
国
土
・
ま
ち
づ
く

り
と
建
設
産
業
の
あ
り

方
」
と
題
し
て
、
人
口

減
少
社
会
の
到
来
が
避

け
ら
れ
な
い
中
で
、
政

府
が
進
め
て
い
る
国
土

と
地
域
再
編
の
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
、
自
治

体
消
滅
へ
の
連
鎖
を
断

ち
切
る
市
民
共
同
自
治

体
へ
の
展
望
と
地
域
建

設
業
が
そ
こ
で
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

特
別
報
告
と
し
て
、
渡
辺
博
司

日
本
建
設
業
連
合
会
（
日
建
連
）

常
務
執
行
役
が
日
建
連
に
お
け
る

働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
方
針
に

つ
い
て
、
総
労
働
時
間
の
削
減
や

週
休
2
日
の
実
現
だ
け
で
な
く
、

間
接
的
な
働
き
方
改
革
だ
と
し
つ

つ
、
現
場
従
事
者
の
処
遇
改
善
や

下
請
取
引
の
改
善
、
け
ん
せ
つ
小

町
の
推
進
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
進
め
て

い
く
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

現
地
報
告
を
伊
東
達
也
原
発
問

題
住
民
運
動
全
国
連
絡
セ
ン
タ
ー

筆
頭
代
表
委
員
が
行
な
い
、
避
難

者
の
数
を
正
確
に
発
表
せ
ず
原
発

再
稼
働
を
堂
々
と
言
い
出
す
政
府

や
、
福
島
を
忘
れ
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
東
電
や
原
子
力
規
制
委
員

会
の
姿
勢
を
批
判
し
、
全
基
廃
炉

と
完
全
賠
償
が
オ
ー
ル
福
島
の
考

え
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

2
日
目
、
参
加
者
は
5
つ
の
分

科
会
と
講
座
、
現
地
視
察
に
分
か

れ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
現
地

視
察
は
バ
ス
で
い
わ
き
市
か
ら
浪

江
町
ま
で
移
動
し
な
が
ら
、
帰
還

困
難
区
域
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

破
壊
さ
れ
た
ま
ま
の
現
状
を
見

学
。
原
発
事
故
の
収
束
に
は
程
遠

い
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

大熊町の帰還困難区域

プラカードを掲げアピール
する杉並の仲間

■
「
不
良
な
子

孫
の
出
生
を
防
止

す
る
」
と
の
目
的

を
も
っ
た
旧
優
生

保
護
法
に
よ
り
、

知
的
障
害
が
あ
る
か
ら
と
不
妊

手
術
を
強
制
さ
れ
た
宮
城
県
内

の
60
代
女
性
が
、
来
年
1
月
に

も
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
起
こ

す
と
報
道
さ
れ
た
。
女
性
の
家

族
ら
は
厚
労
省
に
強
制
手
術
の

実
態
調
査
や
補
償
を
求
め
た

が
、
厚
労
省
は
法
的
な
裏
付
け

が
な
い
と
拒
否
し
て
い
る
。

■
旧
優
生
保
護
法
で
本
人
の

同
意
に
よ
ら
ず
不
妊
手
術
を
さ

れ
た
人
は
約
1
万
6
5
0
0
人

に
の
ぼ
る
。
旧
優
生
保
護
法
は

批
判
を
受
け
て
、
1
9
9
6
年

に
母
体
保
護
法
へ
と
改
正
さ
れ

た
が
、
被
害
者
へ
の
謝
罪
は
な

か
っ
た
。
日
弁
連
も
被
害
者
へ

補
償
す
べ
き
と
意
見
書
を
あ
げ

て
い
る
が
、
厚
労
省
か
ら
動
き

は
な
い
。

■
一
方
で
内
閣
府
は
障
害
者

の
人
権
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
と
「
人
権
擁
護
に
関

す
る
世
論
調
査
」
の
結
果
を
公

表
。
障
害
者
の
人
権
問
題
へ
関

心
あ
り
が
51
・
1
％
で
、
2
0

1
2
年
の
前
回
調
査
よ
り
11
・

7
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
過
去
最
高

だ
と
い
う
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
や
昨
年
の
「
津
久
井
や
ま

ゆ
り
園
」
事
件
か
ら
関
心
が
高

ま
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

■
国
民
の
関
心
は
宮
城
の
女

性
の
訴
訟
に
も
向
け
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
。
子
ど
も
を
産
む
か
産

ま
な
い
か
は
個
人
の
自
由
に
任

せ
る
べ
き
だ
。
そ
の
自
由
を
脅

か
し
た
旧
優
生
保
護
法
の
過
ち

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
障
害

者
の
人
権
を
守
る
上
で
避
け
て

通
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

国
保
補
助
の
現
行
水
準
確
保

社
保
継
続
で
き
る
法
定
福
利
費
を

地域建設産業発展へ
いわき市で研究・交流集会

モ
ク
コ
レ
２
０
１
８

東
京
都
産
業
労
働
局
農
産
部
主

催
の
「
東
京
都
木
材
展
示
商
談
会

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
モ
ク

コ
レ
）
2
0
1
8
」
で
、
建
築
カ

レ
ッ
ジ
の
指
導
員
が
カ
ン
ナ
掛
け

の
指
導
を
し
ま
す
。
【
日
時
と
場

所
】
1
月
30
日
10
時
〜
・
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
東
7
・
8
ホ
ー
ル


